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はじめに

ウチナーンチュ子弟留学生受入事業は、 海外に在住する沖縄県出身移住者子

弟から優秀な人物を県内の大学や県内企業、伝統芸能修得機関（以下「大学等」

という。）で修学・研修させ、 沖縄の歴史。文化。習慣の理解や、 県内企業で

の実務経験、 県民との交流を通して、 将来的に本県と県系人社会とのネットワ

ー クの架け橋になる人材を育成し、 もって、 本県と出身国との国際交流に寄与

せしめることを目的としています。

昭和44年度(19 6 9年）の事業開始以来、 本年度を含め602名の留学

生を受け入れてきました。 本事業を修了し帰国した留学生OB。OGは、 沖縄で

習得した知識と経験を生かし、 様々な分野において活躍しています。 また、 県

人会活動にも積極的に参加するなど、 母国と本県とのネットワ ーク拡充に貢献

しております。

平成26年度は、 ブラジル2名、 ペルー2名、 アルゼンチン2名、 ボリビア

1名、アメリカ合衆国2名の計9名が来県しました。そのうち2名が琉球大学、

1名が沖縄国際大学、 2名が名桜大学、 2名が沖縄県立芸術大学にて修学し、

1名がやふそ紅型工房、 1名が沖縄県三線製作事業協同組合において伝統芸能

コ ースの研修を終えました。 また1名が名桜大学での修学後、 一般財団法人沖

縄美ら島財団において研修を行うなど、 勉学や技術修得に励みました。

この報告書は、 留学生が沖縄滞在中に感じた日本・沖縄に対する率直な意見

や感想、大学での修業成果等をまとめたものです。日本語弁論大会や課外活動、

沖縄での親戚や友人等との交流など、 様々な経験を経て成長していく姿を垣間

ことができると思います。 本書が、 当事業理解の一助となれば幸いです。

最後に、本事業実施に当たり、留学生を受け入れていただきました琉球大学、

沖縄国際大学、 名桜大学、 沖縄県立芸術大学、 やふそ紅型工房、 沖縄県三線製

作事業協同組合、 一般財団法人沖縄美ら島財団、 並びに関係者の方々に対し、

心から感謝申し上げます。

平成2 7年3月

沖縄県知事公室長
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平成26年度ウチナーンチュ子弟留学生名簿

大田 愛菜

出身国：ボリビア
， 伝統芸能修得コ ー ス

やふそ紅型工房

フォングサラアリスミチ

出身国：アメリカ
伝統芸能修得コ ー ス

沖縄県三線製作事業協同組合

比嘉門 ビー トル 秀樹

出身国：プラジル

沖縄県立芸術大学

科目等履修生
美術工芸学部

渡嘉敷 国頭 ダニエラ

出身国：ペルー

沖縄県立芸術大学

科目等履修生
美術工芸学部

胡 コリン マイケル

出身国：アメリカ
琉球大学
科目等履修生

名壼員 新垣 メラニ ー

クリスティ ー

出身国：ペルー

琉球大学
科目等履修生

照屋 ルジア 美雪

潟
出身国：プラジル

沖縄国際大学
科目等履修生

噂

r-―→ 

疇

新垣 ホセ ルイス

出身国：アルゼンチン
名桜大学
科目等履修生

新垣 バネサ

出身国：アルゼンチン
名桜大学
科目等履修生
企業研修

（一財）沖縄美ら島財団



可愛い子には旅をさせよ

大田 愛菜（ボリビア）

琉球びんがた事業協同組合 やふそ紅型工房

「可愛い子には旅をさせよ」とは、 自分の子供が可愛いのなら、 親の元にお

いて甘やかさないで、 世の中の辛さや悲しみを経験させた方がいいと言うこと

わざです。私は長い一年間、親をはなれて、この留学生活でいろいろと学んで、

実感して、 身につけて、 沖縄、 ボリビア、 ウチナ ーンチュネットワー クのため

目標の留学がすごく自分自身のためになりました。 ウチナ ーンチュ子弟留学

26年度に参加させてくれてありがとうございました。

修了報告として沖縄に留学して見たもの、 気づいたもの、 感じたものを伝え

たいと思います。 帰国しても伝えます。

沖縄というところは：

沖縄の人はボリビアの人と同じくビールが大好き。 南米でもボリビアではビ

ールが大好物。 ただ気づいたことです。

出前授業としてペアー レ沖縄で沖縄のおじぃ ー おばぁ ー たちと県費留学生の

活動として交流しました。 ボリビアのコロニアオキナワ移住地のおじぃ ー やお

ばあ ー たちと全然違わず、 沖縄の高齢者もオキナワの日系一世の方も同じく元

気いっぱいでした。

沖縄と日本列島は違う。 琉球王国時代からのチャンプルー文化があって、 他

人との接し方も違う。 沖縄県系人たちはどこいってもどこに住んでもウチナン

チュ、 皆が家族なのです。 日本列島の人は海外では他の日本人と会ったら知ら

んふりをするそうです。 沖縄の人たちの考え方は「人々、 皆同じ地球で住んで

いる、 皆兄弟だ」と思っているのでほとんど誰も差別しません。 例えば平和記

念公園の米軍の兵隊さんたちの名前まで刻まれています。 敵だからと言って
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こには「名前を入れない！」ではなく、 命の宝、 同じ人間として「恐ろしい戦

争で命をおとしたのだ！」 と言って刻んだんだと思います。

初めて沖縄に着いたとき、 耳にしていた沖縄の印象が違っていました。 沖縄

は日本化していました。 でも沖縄は小さくて広いところで、 少しでも中心から

はなれたら違う世界です。 山原や離島は沖縄の違う顔を見せてくれます。

沖縄戦とは：

私は戦後沖縄県系人移民者たちが建てた村、 コロニア・オキナワ移住地で育

ちましたが沖縄戦のことはあまり知りませんでした。 なぜ沖縄は平和にこだわ

るのかと思っていました。 それは戦争の恐ろしさと辛さを味わったからです。

沖縄戦とは米軍が日本列島への到着を伸ばすための時間かせぎの戦争でした。

米軍には沖縄は非常にいい戦略な場所でした。 この戦争の到来は市民たちの死

んだ数が両側の軍の数よりすごく多かった。 特に米軍が沖縄に着陸して三日目

の市民や日本軍たちがかくれていたガマを攻撃したとき。

ポリビアの国歌の歌詞に“ morir antes que esclavos vivir”「奴隷と生きるよ

り死んだ方がいい」というところがあります。 これは沖縄戦での米軍が最初に

おりた島、 渡嘉敷島の当時に似ているのを気づきました。 その島では戦った兵
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隊より自殺した老人、 女や子供の数がすごく多かったこと。 命は宝というが、

その状況の話をきいでI布くて死んだ方がましだと言う気持ちもわからないでは

ない。 私も自殺していたかもしれません。

JICA横浜国際センタ ーでの見学に「沖縄戦を通して学ぶ」 で戦争は人を狂わ

せるからだめだ。 人間が人間らしさを失う場所だから。 沖縄戦から70年がす

ぎて戦争に直接ふれた人たちはいなくなり、 これから私たちが戦争の辛さを伝

えないといけないのです。

伝統工芸で気づいたもの：

沖縄の伝統工芸は日本列島と比べて歴史が浅いですが、 特徴的です。 ここも

チャンプルー文化です。 私がこの留学で選んだ紅型は琉球王国時代のもので、

色は明る＜てコントラストが強く、 また模様も沖縄にはない他の国のものもと

り入れています。 紅型は職人一人で全部のエ程をやらなければならない。 今は

買えますけど、 昔は材料も自分でつくらないとなりませんでした。 きれいな作

品を作って売るためには、 最低1 0年間は腕をみがかなければならない。 私の

一年間の研修は体験程度です。 そこから続けるか、 続けないか決めていくので

すが、 すいません、 私は体験程度の趣味でやっていきたいと思っています。 続

けるまでの情熱はないです。 でも、 手芸は好きなのである程度物作りのこだわ

りや苦労はわかります。 その苦労やこだわりを知らない人が 「ただ布をぬるだ

けでしょ？」、「なんでこんなに値段が高いの？」、「来週までに1 0枚作って」

と言っているのを聞いたら腹がたちます。 そこをどうしたらいいかと、 思いつ

いたことは、 どうやってできるのか（工程）を伝えることです。 なら、 すこし

は理解してもらえると思います。

r) 
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もし伝統工芸（紅型、 首里織、 うるし、 琉球ガラス）を習いたいと思ったら、

気軽にではなくその道を歩む覚悟で入るべきだと思います。 それを気づかされま

した。 反省しています。 来る前に、 専攻する前にもっと情報を集めて計画をたて

るべきだった。 でも一年前の私にはそう言うことも思いつかなかっただろう。

紅型をやっている方たちは、 紅型だけではなく工芸をやっている方たちはす

ごく面倒くさいことでも時間を上手に使って、 目的から目をそらさないで、 古

いものを勉強して新しいものにチャレンジし、 次の世代に受け継いで欲しいと
技を教えています。 とってもかっこいいです。 そう考えてみると、 私ですみま

せんでした。

人間関係：

この県費留学の一年間を八月前、 八月後にわけてみるとすごい違いがありま

した。 それは人との関係。 八月前の人間関係は同じ県費留学生や研修先の姉さ

- 4 -



んたちぐらいでした。 八月にはボリビアの独立記念日、

地の60周年記念式典などボリピアに関係するイベントがあり、 様々な人と出

会いがありました。ボリビア、 コロニアオキナワ 移住地の話で盛り上がったり、

友達になったり、 そして初めて「いちゃりばちょ ー で一 」と言うのを実感で

てとってもうれしいです。 ボリビア関係ではなくて沖縄の人とも友達になり

した。 現地の人の考え方、 意見交換、 留学生同土では気づけないものをいっぱ

い知りました。 私なりにも考え方が変わったと思います。

沖縄に来て、ボリビアにいたころ沖縄の知らないことがわかりました。例えば、

基地問題は現地にきてから知ることです。 同じく、 沖縄の人がボリビアに庁い

して「こうやればいい、 ああやればいい」と現地にいかないで実感しないで話

すのも間違っているとおもいます。 その国の状況は、 その国に住まないとわか

- 5 -



らないです。 悪いことも、 良いことも感じることです。

ここからはどラすればいいか：

今までの経験を形にする：J IC A国際センターで刺激になったのは、 交流

はいいけど、交流だけではなくビジネスを作る「思いを形にする」。 どうやって

私たちがこの一年間学んだものを帰国して伝えるか、 どうやってこの一年間で

できた横のつながりをいかすのか。 友達とビジネスの組み合わせ。 どうにかや

ってみたいと思いがでました。

ルーツを伝える：

私はなんでボリビアにいる沖縄県系人三世なのかわかっています。 でも、 次の

世代はすごい疑問になると思いますので、 沖縄戦を通して日系人のルー ツを伝

えていきたいです。

沖縄の女性：

沖縄の女性はすごい働き者です。 時間をうまく使い、 いろんな仕事を短時間で

こなします。 工房でも市場のおかあさんたちでも、 その働き者の魂が見えまし

た。 おねーさんたちから「やるのはやる、 やらないのはやらない。 でも真ん中

には立つな、 邪魔。 迷うな、 時間のむだ」 と言うのもならいました。 でも、 こ

の最終段階に一番のこったのは「人を使うときは厳しく」、 「はっきりダメなと

ころはダメ」と言う。 それで先生がきびしいのだと した。 自分の意見

思い、 考えていることははっきり相手に言わないと通じない。 こういうかっこ

いい女性になりたいです。

自分自身の旅：

この一年間の留学期間で自分を知ることができました。 いろんな人の“人生”を
聞いて、 日本の工芸の工房も体験できて勉強になりました。 これからも自分を

さぐっていきたいです。
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まとめてみると、 いろいろとあった一年間の留学生活でした。 泣いたり笑っ

り、 寂しかったり、 悲しかったり、 楽しかったり、 嬉しかったり。 自分で

知らなかった自分を見つけました。 本当に感謝です。 家族に、 沖縄県の県費プ

ログラムに、 研修先のやふそ先生に、 このきかいをあたえてくれてありがとう

ございました。 そしていろいろとすいませんでした。

一年間での出会い、 一期ー 会の人たち、 友達になった人、 兄弟になった人た

ちのせいで沖縄からはなれるのが寂しいです。 まさかこうなるとは思ってなか

ったのです。 楽しい時間をありがとうございました。

7 -



私の沖縄プライドをさがす

フォング サラ アリス ミチ（アメリカ）

沖縄県三線製作事業協同組合

今年は言語の壁や文化の違いなど

挑戦ばかりの年でした。 なかなか難

しかったけど、 今年の経験を感謝し

ています。 私のルー ツを知りたかっ

たので一年間沖縄に行けることを楽

しみにしていました。 今沖縄にいる

間、 沖縄の文化と三線制作も勉強し

ましたが、 より多くのことを学びました。 自分の力量について学びました。

もっといろいろ冒険してみたいと感じるようになりました。 異国の地で、 自

分で物事を成し遂げる自信を持っています。 今もっと日本語を理解できるよ

うになりました。 このウチナーンチュ子弟奨学金をもらったから、 よい経験

をすることができました。

3年前金武町の研修ではじめて三線をひきました。 8歳からギタ ーをひい

たことがあるので、 三線のひき方の習いがかんたんでした。 子供の時に、 ハ

ワイでいろんな沖縄イベントがありましたから、 三線をひく曲がおなじみで

した。 3ヶ月研修の間に、 いつも三線のじゅぎょうをたのしみにしていまし

た。 もっと三線について習いたかったです。

金武町の研修を終わってから、 沖縄文化の中で音楽と舞踊が大切ときづき

ました。 沖縄音楽を保存したかったです。 ハワイで三線をひける人が多いで

すが、 三線作る人がいるかなと思っていました。 三線を作れる人がいなけれ

ば、 みらいの音楽家が沖縄の文化とれきしを伝えられないです。 三線をよく

ひくことができないので、 三線の作り方を習いたかったです。 後代に三線作

りで沖縄文化を伝えることができます。

-8-



4月から二つ別の店で三線の作り方を習いまし

た。 三線組合の人が私にたくさん三線のことを教

えてくれたので、 とても幸せでした。 一年間は短

いので、 たくさん習うことがありましたから、 全

ての三線制作を習うことはできませんでしたが、

できるだけ習いたかったです。

最初から、 3ヶ月の間に上原さんの店で 2丁マ

カビ型のさおを作りました。 はじめにマカビ型図

面から型紙線をひきました。 その時尺貫法をはじ

めて見ました。 少しまぎらわしかったです。 型紙をやった後で1 丁マカビ型

のさお作りを始めました。 道具を使いこなすの

に時間がかかりました。 まっすぐ線を削り取る

作業は、 しばらく時間がかかりましたが、 やす

りやのみ、 のこぎり等の使い方に慣れてきまし

た。 最初に作ったさおにちょっと ミスをしてし

まいましたが、 2回目のさおは少しよくなりま

した。

7月からキシモトさんの店でほかの三線型を習いました。 別の道具を使い

ました。 おびのこぎりを使うことを慣れてからユー ナ ー型さおを作りはじめ

ました。 おびのこぎりとサンダーでもっとはやくさおを作れるように ミスを

したくなかったです。

一年間の間に5丁三線さおとか2丁胡

弓さおとかカラクイとか三線立てを作り

ました。 ぬりのやり方を学びました。 た

くさん習いましたが、 まだ習いたいこと

があります。 ハワイでは自分で三線制作

‘ を練習しなければなりません。

-9-



10月から沖縄県立芸術大学で

琉球芸能の授業を取り始めまし

た。 様々な授業を取りました。

三線、 琴、 胡弓、 笛、 太鼓、 ぶ

よう、 日本語のことを学びまし

た。 胡弓と太鼓の授業をやった

ことがこれまでありませんでした。 太鼓は一番むずかしかった授業です。 ち

がう楽器で同じ曲をやりましたので、 面白かったです。

この琉球芸能の授業を受けることによって沖縄文化で音楽と踊りが大切な

ことがわかるようになりました。 沖縄県立芸術大学の経験をとても感謝して

います。 三線以外の楽器を学べた事はとてもうれしいです。

沖縄県立芸術大学で琉球芸

能に関しで情熱家の人に多く

会えました。 ハワイで若者た

ちがあまり琉球芸能を勉強し

ないから、 沖縄で多くの若者

たちが琉球芸能を習いたいこ

とを知って、 びっくりしまし

た。 大学生と先生たちはとても親切な人です。 分からない時にみんなが手伝

ってくれました。 沖縄県立芸術大学で琉球芸能の授業を参加できたことが、

うれしかったです。

私の沖縄にいる1 年間の留学がほぼ完了しました。 沖縄にいる若者やこれ

からくる子弟留学生たちが沖縄の伝統芸能を活性化するため、 鼓舞することを

願っています。 ハワイの多くの若者たちの自分のルー ツを学ぶために、 このウ

チナー ンチュ子第留学生奨学金へ申請することを奨励したいです。 三線制作を

学ぶことが楽しかったです。 私は三線を演奏できる人がうらやましくなりまし

た。 ハワイのウチナー ンチュの多くが沖縄プライドになる文化的利益をみつけ

たいです。

- 10 -



今年の間に、 いろんな成長と経験をすることができました。 三線制作で私

のルー ツをみつけました。 三線製作とほかの琉球楽器のやり方を学んで、 も

っと沖縄のプライドを感じています。 今私の沖縄文化の経験を保存すること

の大切さ が分かりましたので、 ハワイの人に学んだことを伝えていきたいと

思います。 これからも沖縄について学んでいけることを、 願っています。

このウチナー ンチュ子弟留学生奨学金のために、 沖縄でたくさん学んで、 経

験することができました。 やさしい多くの人と友達になることができました。

県費留学生たちも私の家族になりました。 みんなそれぞれの国に戻りますが、

未来にまた会えることができると信じています。 それまで、 ハワイの人に私の

留学経験を伝えなければなりません。 県費留学生であることをとても感謝して
います。
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一生の経験

比嘉門 ビ ー トル 秀樹 （ブラジル）

比嘉門ビー トル秀樹と申します。 ブラジ

ルからきたウチナー ンチュ4世です。 沖縄

へ来るのは3回目です。

初めて来たのは私が8歳のとき、 祖父母

と一緒に遊びに来ました。 このときの思い

出はあまり残っていませんが、 初めて沖縄

に住んでいる親戚と出会ったことを覚えています。

沖縄県立芸術大学

2回目はうるま市海外移住者子弟研修生として沖縄で3ヶ月過ごしました。

日本語の勉強だけではなく、 沖縄の文化と歴史のことを少し学びました。 三

線と太鼓を習い、 きれいな場所を訪ね、 親戚から家族について色々なストー

リ ーを聞く機会がありました。 このような色々な経験のおかげで、 沖縄のこ

とに興味を持ち、感心するようになりました。

ですから、 沖縄について知識を深める

ために、 いつか戻ることにしました。 ブ

ラジルの沖縄県人会の知人を通してこの

県費留学のことを知り、 その機会を得る

ことができました。 このことは私にとっ

て、 沖縄のことを勉強するための適切な

方法だったと思います。 20 1 3年に県

費留学を応募して合格できました。 沖縄

に住むこと、 又沖縄で勉強することなんて夢みたいでした。
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ブラジルでデザインを卒業したので沖縄県立芸術大学で留学することにし

ました。 この 1 年間、 美術工芸学部のデザイン専攻の中で写真、 コン ピュー

タ ー グラ フ ィ ッ ク 、 映像デザインと作成構成という科目を勉強しました。 こ

の科目は映像と動画に関係があるので様々 な撮影技術や編集方法を学ぶこと

ができました。

芸大の学生、 先生方、 事務の方々 はみんな優し く て丁寧に受け入れて く れ

ました。 最初は、 日本語があまり上手ではないので少し不安でしたが、 みな

さんが色 々 助けて く ださって良かったです。

この 1 年間、 オ能のある人と共同生活したので写真と動画だけではな く 、

日本や沖縄の美術について様 々 なことを学ぶことができました。 芸大生と一

緒に伊平屋島や糸満でのアートワ ー クショ ッ プに参加する機会がありました。

そこではコミュニティ ーと交流ができていい経験になりました。9

デザイン専攻の授業だけでな く 、 日本語も勉強しました。 一週間2回他の

留学生と一緒で本当に楽しい時間をすごしました。 この授業のおかげで日本

語が上達できて他の授業ももっと分かりやす く なって嬉しいです。

歴史に興味があるので聴講生として沖縄史の講義も受けま した。 大変難し

かったですが、 いい勉強になりました。

沖縄の音楽が好きだし、 ブラジルで弾 く 人が少ないという理由で琉球笛を

学ぶことにしました。 授業は大変難しいのでまだ上手に弾けませんが、 帰国

したら勉強し続けるつもりです。

芸大で留学することができたのは、 素晴らしい経験でした。

また、 この留学でもう一度沖縄に住んでいる親戚に 会えてよかったと思い

ます。 一緒に過ごした時間は忘れられません。 例えば初めてシー ミーしたと
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き。 ブラジルにこの習慣がないのでとても面白い経験でした。 さらに、 お盆

と正月は親戚と過ごして本当に嬉しくなりました。

自 己紹介のとき何回も「比嘉門 ？ この苗字は珍しいね ！ 」と言われました。

この珍しさの理由を知るために親戚にきいたり 、 古い種類を探したりしてみ

ました。 知らなかっだ情報を発見できて本当にうれしいです。 祖先の故郷の

宮城島にいたときも、 家族にとってウフ ー ヤ（大家） などの大事な場所を訪

ねて感動しました。 この経験をしてから自分のルー ツをもっと知るのを大事—

にするようになりました。

この県費留学の目的は学ぶことだけじゃなくて自分の国のイ ン フ ォ メー シ
ョ ンを伝える可能性もありました。 JICA フェステ ィ バルや小学校訪問などの

イベン トでみんなにブラジルの文化を紹介し、 移民について話し、 交流がで

きたことはいい経験だったと思います。

さらに、 他の県費留学生と共に「移民の日」や留学生交流会などのイベン
トで色々な演奏をする機会がありました。 三線で沖縄の曲と自分の国の曲を

弾いて、 とても楽しかったです。

WYUA（世界若者ウチナー ンチュ連合会）のメ ンバーと一緒に伊江島など

の色々な場所を訪ね、 交流会をして、 良い勉強にもなったし楽しかったです。
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県費留学生たちと何度も忘れられない時間を過ご しました。 カラオケや居

酒屋で楽しんだり、 旅行したり、 パー ティ したりした瞬間の思い出は一生残

ることでしょう。 一緒にいい思い出を作ることができて、 本 当 に嬉しいです。

みんな最高です。

2 月に沖縄市国際交流 フェ ステ

イ バルで 「 OKINAWANDO」 とい

う 写真展をやることができました。

2 日間沖縄 NGO センタ ーがサポー

トして く ださって、 この 1 年間で

経験したこと に ついて僕が撮った

写真をみせました。 このチャンス

を与えていただいて本当 に感謝 しています。

この 1 年間沖縄の様々 の場所 に行きました。 歴史的な場所 と素晴らしい自

然の場所。 伊是名島から波照間 に至るまで様 々 な離島を訪ねることができま

した。 琉球王国時代と戦跡の場所も行きました。 沖縄はきれいな場所という

よりストー リ ーがいっぱいの場所だと気付きました。

また、 い く つかのイベントに行 く 機会もありました。 那覇八ー リ ー な どの

年中行事、 祭り、 演奏会、 エイサ ー、 組踊などを見ることができてとても楽

しかったです。 私は 「沖縄は小さいですが文化が豊かな島」 とよ く 聞きまし

たが、 それは本当だと思います。

優し く て受け入れて く ださった沖縄で出会った人 々 に、 沖縄の家族に 、 心

から感謝しています。 特に沖縄国際交流 ・ 人材育成財団と沖縄県 にこのチャ

ンスをいただいたことは一生の大切な宝です。
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短い期間ではありましたが、 沖縄県費留学生として過ごしたこの1年間を

通して、 数えられないほどの経験をすることができました。 素敵な人々に出

会い、 素晴らしい場所を訪ね、 さらに、 大切なことも学びました。

新しい目標を持って帰

国します。 それは経験し

たことをシェ アしたり、

ここで学んだことを社会

に伝えたり、 そしてブラ

ジルと沖縄の繋がりを深

めたりしたいと思います。

皆様に大変お世話になり

ました。 心からどうもあ

りがとうございました。

Mu ito obrigado ! 
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沖縄来るまえの期待 ：

Mi Okinawa 

渡嘉敷 国頭 ダニエラ （ペルー）

沖縄県立芸術大学

1 ． 日本料理は体にいいし、 きっ と痩せます

2. 日本に住んだら 、 一年間 で日本語ペラペラ になれます。

3 簾 一年間 で私のするべきこ とをちゃ んと決めます。

業績 ：

L 健康 ： 6 キロ太っ て 、 ここで痩せるこ とは無理です。 毎週友達 と遊んだ

り、 お酒を飲んだり、 おいしい料理を食べたりしました。

2 . 習慣に なれるこ とはまだ出来ている ところ です。 さすが、 日本語ペラペ

になりませんでした。 最初よりう まく なりましたが、 まだちゃ ん とし

ゃべら ない。

3 . 将来 ： やっ と決めました

沖縄の生活 ：

沖縄の自然は美しい。 ゆっ たりした生活、 自然と人々 が相互に尊敬し合い共

存している。 それは私が生活している時の とめどないイ ンスピ レー シ ョ ンの源

泉である。 私は街で育っ たため、 それらの夏の間の青い空、 白 い雲、 雨、 た ＜

さんの緑は私を笑顔にする。
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a

 

b
 

c

 

a. 学校に通っている時みた家が植物で覆われています。

b. 横断歩道。

c. 自画像

d .  

d . 沖縄そば。 この美味しさ ！
食べたら太ってしまいます ！

人間は自然の脅威には逆らえない。 （台風） 沖縄の人々は自然に抗おうとは

しない。 私は自然に対する忍耐力 が付いた。

私の顔は、 沖縄の人のようである。 時々、 沖縄の人々 に本物の沖縄出身者だ

と思われることもある。 私が沖縄出身者ではないことを知った人は、 なぜ私が

日本人のような顔をしているのか興味を示す。
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私はここで区別されている気が しない。 ここにいても、 日本以外の国から来

たような気が しない。 リマで私は、 大概の人に外国から来たと思われるからで

ある。

芸大 ・ 陶芸 ：

e. 

e. ろくろで作った湯飲み

f. 私のワ ークスペー ス。

g . 二年生の窯出 した物。

f. g .  

今年、 私はたくさんのことを学んだ。 学校では、 日本の工芸だけではなく、

日本の同世代の文化と生活もまた学んだ。 芸大では、 ほとんどの学生は日本人

だからだ。 それらの半分が本土から来た学生。 「お掃除 しま し ょ う。 」 という

のは一番大切な学びだったと思う。 毎週金曜日、 私たちは、 自らの作業場をみ

んなで掃除 した。 チームワー クとは、 他人を気遣うことだ。 リ マでは、 あまり

見なかった文化だ。

私は互いを気遣うこととプライバシーを守ることを学んだ。 私は文化の違い

を理解することが難 しかった。 私たちの日常生活において、 互いにハグをする

ことは普通であったが、 ここでは、 体を使ったコミュニケー シ ョ ンが少ないこ
とにショ ッ クを受けた。

私が困って座っているとき、 「なぜ彼らは来て助けてくれないのだろう」

「なぜ彼らは毎日挨拶 してくれないのだろう」 と、 考えていた。 はじめ私は、
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みんな互いのことを気にしていないためコミュニケー ショ ンを取らないと思っ

ていたが、 それは文化が違うだけだった。 これは慣れるのに時間がかかったの

で、 今学生たちと仲良くなってすばらしい。 芸大の友達と先生たちがいろいろ

助けてくれて感謝しています。

ペルーに工芸という言葉はありません。 工芸を勉強すればするほど好きにな

りました。 陶芸をすることによって、 私はまた私自身について学んだ。

私は自分の体を観察できたし、 素晴らしい機能的な手足があることに気がつい

た。 自分がどのくらい太っているかに関わらず。

私は自分の気持ちと向き合うことに時間を費やすことができた。 毎日 6 時間、

座ってろくろを回すことで、 毎回新しいことを発見した。

忙しくて、 時間が短くて、 気がついたことは、 自分のやりたいことをやって

なかった。 先生たちもやさしいし、 もしかしたらチャ ンスがあっ たら、 ここで

勉強したい。

自分の成長 ：

g .  h .  
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g ． 親戚と食べる時。 親戚は来たところからいつもサポー トをしてくれて、

に恵まれていると思います。

h . 県費の最初の誕生 日パーティ 。 皆の誕生 日 を一緒にしました。

i. 芸大の先生と遊んだ時。 ウチナンチュ一人と東京人二人。

j ．いい人があって、 ラッキーです。 たくさん遊んで、 たくさん思いでを作りま

した。

家から離れて暮らすことで私は、 家族、 友達、 住んでいた街、 そして食べ物

の価値を実感した。 それはホームシ ッ クではないが、 たくさんの価値のある

とが私の人生に存在していることに気づいていくということだ。
一年間でいい友達を作りました。 友情の大切さは思ったより高いです。 友達

に説明してもらいました。 困っているときも、 うれしときも、 友達がいてよか

った。 学校のために、 芸大の友達が手伝いました。 生活のために、 県費たちが

サポー トをしました。 家族がいない時、 友達は家族になります。 Kenpi kidsの

性格は異なるので、 目的はだいたい同じです。 自分のルー ツを探すことと、 ウ

チナンチュ日 系人のアイデンテイ テ ィ は、 私たちの友情の絆だと思います。 だ

んだん友愛は強になりました。

日本語を忘れないように、 国へ帰っても、 日 本語を続けるつもりです。

この一年間のけいけんでは心からどうもありがとうございま した。 来てか
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ら、 やっと自分の将来を考えるようになりました。

ここへ来る前、 私は私がするべき仕事や人生において何をするべきか、 どこ

ヘ住むべきか、 どうやって身を立てようか、 それらをここで見つけることがで

きると思って いた。 しかし、 それ以上に大切なことに気がついたのだ。

私は私の家族と私たちのルーツを繋げることで、 祖先の誇りになるように生

きていきたい。
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ルーツを探 し、 自分を学び

胡 コリン マイケル（アメリカ）

琉球大学

2 0 1 4 年 4 月、 平成 2 6 年度のウチナー ンチュ子弟留学生と して琉球大

学で日本語と沖縄の文化 ・ 歴史を沖縄に学びに来ま した。 私はもともとハワ

イ出身なのですが、 沖縄に来る 2 年前にニュー ヨ ー クの大学を卒業し、 ロサ

ンゼルスで 2 年間不動産鑑定の仕事を してしま した。 ロサンゼルスに住んで

いた間に、 World Youth Uchinanchu Association（世界若者ウチナー ンチ

ュ連合会）の第 2 回世界若者ウチナー ンチュ大会の参加者で沖縄と海外のウ
チナー ンチュに出会い、 Okinawa Association of America（北米沖縄県人

会）を紹介を受けま した。 OAAのおかげで、 ウチナー ンチュ子弟留学のこと

を初めて知って、 沖縄で日本語と文化を勉強するといいのではないと思いなが

ら、 応募 してみま した。 日本語があまりできなかった私にとって、 出願手続き

は結構時間がかかりま した し、 沖縄に留学したい理由を日本語でうまく説明で

きなかったけど、 結局、 合格 しま した。

応募 していた時、 沖縄の大学のことを何も知らずに、 琉球大学が沖縄県の一

つだけの国立大学で、 学生も一番多

いといった理由で、 琉球大学を選び

ま した。 この1 年間を振り返ると、

琉球大学を選んで本当によかったで

す。 なぜなら、 琉球大学の留学プロ

グラムは、 やりがいのある宿題、 グ

ループプロジェ ク ト、 プレゼ ンテー

ショ ンもたくさんあって、 短期間でも日本語がそんなに上達できるのは素晴ら
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しいと思うことです。 その上、 授業

でいろいろなところを見て回って、

さらに沖縄の観光地以外のところを

見学してきました。 例えば、 沖縄市

防災研修センタ ー 、 沖縄県警察本部、 —� • " � � � � � ～ ‘ 

沖縄市戦後文化資料展示室 ヒス トリー ト、 浦添ようどれ、 伊波普猷の墓、 対馬

丸記念館、 佐喜興美術館、 国立劇場おきなわ 、 沖縄タイムス本部などのような

沖縄の人でもあまり行ったことない場所まで行ってきました。 授業にも、 沖縄

の民間信仰、 清明、 モーアシビ、 結婚式、 米軍基地問題、 伝統工芸、 伝統行事、
琉球語といった沖縄の文化的な細かいことを学んできました。 歴史的に、 グス

ク時代から、 三山時代、 琉球王国、 移民の時代、 沖縄戦前 ・ 戦中 ・ 戦後、 日本

復帰、 現在までの長い歴史を全部勉強してきました。 私が琉球大学で勉強した

1年間を振り返ると、 すごく総合的な経験になったと感じます。

この1年間に、 学校以外の興味のあるこ

との 2 つを自分のやる気で学んだのは、 空

手と島言葉です。 琉球大学の先輩が紹介し

てくれた、 小林寺 流求道館宗家道所に入っ

て、 3 つの型を習って、 一級の茶帯までと

れました。 沖縄に来る前、 小さい頃からずっと空手を習いたかったのですが、

チャ ンスはなかなか無かったです。 それで、 沖縄にきた時、 ぜつ たい空手をや

ってみようと思いました。 うちの道場は与那原町にあるから週に 2 回ぐらい遠

くまで行かないと行けなかったのに、 人は少ないので、 先生との直接の練習時

間をできるだけ生かすように、 頑張りました。

もう1つの興味のは、 沖縄の元の言葉、 つまり「島言葉」です。 私の先祖は

もともと日本語ではなく、 島言葉で話していたのです。 ですから、 先祖の言葉

が話せるようになることで、 私は先祖との繋がりがより強く感じられるように

なったのです。 前から、 ハワイでも島言葉を少し勉強していましたので、 沖縄

に来て、 改めて島言葉を勉強し続けようと思いました。 そこで、 週に一回の勉
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強会で島言葉を勉強することにしました。 勉強会では島言葉のネイティ ブ ・ ス

ピ ー カ ー の話を参考にして、 表現や発音など

の勉強になり、 さ らに ク ラ スメー トとのゲー

ムで島言葉を楽しく勉強でき ました。 アメリ

カでは、 このような勉強会は少ないので、 い

いチャ ンスだなと思いました。 そして、 2月に開催された沖縄県外国人による日

本語弁論大会でも島言葉を大切にしたいという気持ちを伝える「にぬふぁ 星」

というスピ ーチをし、 優秀賞を受賞しました。 ス ピ ーチの原稿を書くのは時間

がかかって、 暗記するのは大変だったですが、 結局、 自分の沖縄の若者向けの

島言葉についてのメッ セージを伝えられたので、 参加して本当によかったです。

最後に、 アメリカに帰っても、 学校より、

空手より、 島言葉の勉強より、 一番強く思い

出に残ったことは、 人との繋がりです。 沖縄

に来る前、 私の沖縄にいる友だちは少なかっ

たのですが、 この1年間にたくさんの新しい

友だちができて、 親戚ともより仲が良くなってきました。 今回沖縄に来て、 初

めて会った親戚と友だちがたく さんいるので、

この1年間が終わっても、 お世話になった親

戚に、 一緒に遊んできた友だちに、 兄弟にな

ってきた県費の 皆 さ んに、 こ れか ら も よろ
” 曲4土»

しくお願いしますという気持ちでアメリカに帰っていきます。 「イチャ リバチ
ーデー」 という沖縄の表現をよく聞きますが、 この1年間にその本当の意味

を初めて理解できて、 その気持ちを感じられるようになりました。

ぐすー よ ー 、 くりから ゆ た さ る ぐ と う

うにげー さびら。 いっペー にふぇ ー で
ーびたん。
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沖縄大好き ●忘れられない思い出

名嘉属 新垣 クリスティ ー メラニー （ペルー）

琉球大学

4 月 8 日に沖縄について、 4月11 日から大学が始まりました。 最初はちょ

っと大変でしたが、 どん どん沖縄での生活はなれるようになりました。 初めて

一人暮らしをして、 親にすごく感謝をしないといけないと思いました。 今まで

親と住んでいて、 親は子供のために色々とやってくれるのを今、 分かりました。

5 月に沖縄県副知事表敬を県庁で行って、 沖縄の偉い人に会ラことができて、

ありがたかったです。 副知事と会うことはなかなか難しいと思います。 副知事

が言ったように、 「沖縄は本島だけではなく、 離島も大切ですよ。 沖縄のすべ
て行ってみてください。 」 沖縄の離島もできるだけ多 く 行ってみたいです。

5 月 2 5 日に沖縄県国際交流 ・ 人材育成財団の理事長表敬を行い、 理事長と

話ができて、 よかったと思います。 県費として沖縄に来た留学生が 5 0 0人以

上いることをは じめて知りました。

大学の見学でアブチラガマに行きました。 行く前に沖縄戦について色々勉強

しましたが、 実際ガマに入って、 沖縄戦は恐ろしい戦争だったということがは

つ きり分かりました。 ガマの中では多くの人が避難して、 そして命を失った人

も多数います。
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6 月 2 3 日の慰霊の日に県費みんなでひめゆりの塔と平和記念公園に行きま

した。 沖縄戦について色々考えて、 悲しい、 嬉しい一日でした。

7月からはどんどん暑くなって、 毎週海に行きました。 沖縄の海はきれいで

波がないので泳ぎやすいです。 大学の授業で佐喜興美術館に行って、 戦争の話

を聞きました。

7 月 2 8 日はペルーの独立記念日があって、 ダニエラとコリンと ヒデキとり

ょ う、 5 人で演奏をしました。 すごく楽しかったです。 もう一 回みんなでムへ
ール・ イランデーラを演奏したいです。 お客さんのみんなも参加をして、 楽し

い時間を過ごしました。

＾ ， ， ● ~、． ，
- 7-， f ^ ● ;9 : 

繹 ‘ 轟～學釦 ' -
� 鯨恥 ' ·， 

8月からは夏休みに入って、 週 4 回くらい海に行きました。 兵庫友愛キャ ン

プに参加して、 すごく勉強になりました。 そこで、 沖縄県と兵庫県の若者たち

と交流をして、 沖縄戦について勉強しました。 アブチラガマと県庁ガマに入っ

て、 当時の生活を実験することができました。
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9 月 にお母さんが来ました。 お母さんと沖縄の観光地に行って、 古宇利島、

瀬底島、 伊計島、 座間味島と阿嘉島に行きました。 毎日海で泳ぎました。 スキ

ューバダイビ ングとシュノ ーケルもやりました。 楽しい 1 0 日 間をお母さんと

過ごしました。

夏休み終わる前に県費留学生で石垣島、 竹富島と西表島に行きました。 離島

っていいなと思いました。 海はきれいし、 人も優しいし、 島に多くの魅力があ

ると思いました。

1 0 月 には学校が始まって、 新しい留学生が来て、 私のクラスがにぎやかに

なりました。 ウクライナから i 人、 韓国から 1 人、 ベラルーシから 1 人、 スエ

ーデンから 1 人、 リ トアニアから 1 人、 イ ン ドから 1 人、 ド イツから 1 人、 タ

イから 1 人中国から 1 人が琉球大学に来ました。 世界中の多くの人と勉強する

ことができて、 とてもうれしいです。

沖縄に来て、 いろいろ な島に行っ て、 ペルーヘ帰る前までには沖縄の多くの

離島に行ってみたいと思っています。 WYUA の人たちと市町村の人たちと伊江

島に行きました。 そこで一泊し、 交流をしました。 今年の最後に入った海は伊

江島の海でした。 海はきれいで、 伊江島塔頭も上りました。 ちょ っと大変でし

たが、 楽しかったです。
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1 1 月 には JICA フェスティ バルで県費のみんなでワークショ ッ プをやって、

沖縄のルー ツについて話しました。 私たちは沖縄に来るチャ ンスを与えられて、

本当にラ ッキーだと思います。

1 2 月 には沖縄の留学生のためのパーティ ー で県費が歌いま した。 今までで
一番大きな会場で一番人が多くて、 一番恥ずかしかった演奏で したが、 思い出

に残るから楽しかったです。 こうやってみんなで恥ずかしいこ とをたく さんや

っていて、 よかったです。 一人ではなくて、 よかった。

琉大で県庁と沖縄県議会に見学に行きました。 また、 JICA でイベントがあ

って、 太鼓を 2 時間くらいたたきました。 手が痛かったが、 いろいろ な音がで

きた り 、 みんなで協力して、 音楽を作った りしましたので、 よかったです。

1 2 月 2 6 日 に県費と他の友達とク リ スマスパーティ ーをや り ました。 みん

なで料理を作って、 美味しかったです。 県費たちは私の沖縄の家族です。

お正月 は与那原で初 日の出を見に行って、 2 日は親戚の家に行きました。 親

戚はいつも優しくしてくれるから、 ペルー料理を作ってあげま した。 親戚が美

味しい、 美味しいと言いながら全部食べてくれました。 うれしかったです。
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1 月 は と て も忙 しかっ た時で した。 大学のス ピ ー チ大会があっ て 、 原稿を書

く のは時間がかか り ま した。 ど う すれば私は言いたいこ とを言葉で表せばいい

か全 く わからなかっ たです。 いつも 自分の頭の中で考えていたこ とや心の中で

感 じていたこ とを人に伝えればいいかわか り ませんで した。 人生で初めてスピ
ー チを しま した。 最初は嫌で したたが、 いい経験になり ま した。 スペイ ン語で

もやっ たこ とがな いから、 いきな り 日本語で ？ ！ と思いま した。 大会の時に友

達が来て く れて、 話を聞 いて く れて うれ しかっ たです。 と て も緊張 しま した。

ヽたいこ とを伝えたかなと思いま した。

小学校訪問を して、 子供たちにペルー について話 して、 ち ゃ ん と 聞いて く れ

る な と思いま した。 答えるのは難 し い質問されて 、 5呼亀とペルー ど っ ちが好き

なの ？ と質問 されて 、 どっ ちも好き だから、 ちゃ ん と し た答えは しなかっ たで

す。 小学校訪問 して、 世界に 出 る の は とて も大切だ と思いま した。 沖縄に来た

おかげで世界中からの友達ができ ま した。

2 月 はクラスの友達と南部行っ て 、 セイ フ ァ ー ウタキー に行っ て、 沖縄のこ

と を も う少 し知 り ま した。 沖縄事情でセイ フ ァ ー ウタキー について勉強 し た こ

とがあ っ たから 、 行っ て 、 自分の目 でみて 、 よかっ たで す。 景色も きれいで し

た。 友達との距離も短く なっ た と思います。

7 日 に弁論大会があっ て、 とても緊張 しま した。 親戚が来て く れて 、 私の話

を 聞 いて く れて うれ しかっ たです。 私が考えて い る こ とを知る こ とがで き ま し

た。 沖縄に来る と言われた と き に ま さか日本語でス ピーチをする と思いません

で した。
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1 1日から1 4 日まで兵庫県で友愛キャンプがあって、 とても楽しい時間を

過ごしました。 スキー も久しぶりにやって、 楽しかったです。 兵庫県は寒かっ

たですが、 キャンプの参加者はみんな熱いです。 2 0年前にあった地震につい

て勉強して、 とても大変だったのだなと思いました。 自然は怖いです、 何が起

こるがどうかわからないです。 今の神戸はとてもきれいです。 人が人と協力し

たら、 何でもできそうという感 じがします。 このキャンプで兵庫県の若者たち

だけでなく、 沖縄の若者たちと交流ができてよかったです。

岬l L 999Jlll9 99999叫

感想

大学の授業で一番印象に残ったことは平和学習です。 琉球大学で1 ヶ月をか

けて、 平和学習について勉強しま した。 ペルーでは沖縄の伝統的な楽器や踊り

を結構練習する人がいますが、 歴史を知っている人は少ないです。

沖縄はこんなに被害を受けたことを全く分かりませんでした。 沖縄戦は沖縄
の住民には本当に酷い、 怖い、 恐ろしい戦争だったということを分かりました。

日本政府は沖縄のことを捨て石作戦として行い、 沖縄の人たちはなぜこんなに

いやなことをさせられたのかを考え続けます。

私は一人で東京に旅行して、 東京についたときにとても悲し く なりました。

県費たちがいないから寂しかったです。 9 日間ずっとみんなに会いたかったで
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す。 そ して、 本土で気付いたこ とがあ り ます。 沖縄の人はとても親切で 、 明 る

いのです。 人だけで はな く 、 この島は素晴ら し いで す。 海も空も とて もきれい

で、 自然も きれいです。 人がのんび り していて、 最高です。 歳 と っ た ら 、 絶対

に沖縄で過ごしたいと思つて います。 そ して 、 沖縄の人たちはみんなウチナ ー

ンチュで 、 どこの国から来て も ウチナー ンチュ扱い して く れるのです。 本土で

は沖縄のルー ツがある と言っ て もやっ ば り 外国人だなと言われるのです。 だか

ら 、 日本で生活を したら、 絶対に沖縄で生活を したいと思っ ています。

ウチナー ンチュ は沖縄の こ とが大好きで 、 多 く のイベン トがあ り 、 文化を守

ろう と している こ とがわか り ま し た 。 これは、 素敵だと思います。 沖縄だけで

な く 、 世界のウチナー ンチュ は沖縄文化を守ろ う と して います。

この経験はと て も良かっ たです。 沖縄に来る こ とができて本当 に よかっ た と

思います。 沖縄に来る こ とで 、 自 分 は成長 し た と 思います。 自分で 自分の面倒

を見ないといけない、 お金の使い方を ち ゃ ん と しないといけないなどいろい ろ

あ り ます。 で も 、 一番大切なのは私のルーツ を知 る こ とがで きた こ と と県費留

学生 と出会っ た こ とです。 この 9 名 で沖縄に来て、 とても う れ しいです。 誰一

人も変えた く ないので す。・ 県費たち は私の沖縄の家族です。 今は別 々 の道を歩

むのですが、 心はいつも一緒です。 ですから、 ど こ行っ て も私たち はこの 1 年

間を一緒に過ご し た こ と を忘れられないのです。 みんな と離れるのはとても嫌

で 、 早 く みんな と再会できたら いいなと思います。 絶対に再会する と思います。

みんなの時間は厳 しいが、 家族だから再会する と思えば、 で きます ！
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「島人ぬ宝」 の追求

照屋 ルジア 美雪 （ブラジル）

沖縄国際大学

僕が生まれたこの島の空を 僕はどれ く らい知っ ているんだろ

輝 く 星も流れる雲も 名前を聞かれてもわからない

でも誰よ り 誰よ り も知っ ている 悲しいときも嬉しい ときも

何度も見上げていたこの空を

ブラジルの沖縄県人会のパーテ ィ ー で

はビギンの 「 島人ぬ宝」 はいつも流れて

いたという記憶があります。 子どものと

きから、 沖縄県人会に通っていて、 その

曲を耳にしていましたが、 意味が全く分

かりませんでした。 しかし、 三線の音を

聞くだけで、 心の中には何かが響きまし

た。

私は沖縄県系人の3世で、 家庭ではほ

ぼポルトガル語でコ ミュニケーシ ョ ンをして、 日本語の単語をめったに話しま

せんでした。 しかし、 幼いころから、 父がオバー と話しているときに使ってい

た言葉に興味があり、 サンパウロ大学の日本語学科に入学する ことにしました。

仮名から勉強し始めて、 日本語が話せるようになり、 島人ぬ宝の歌詞の意味を

やっと理解できました。 ただし、 父が話している言葉は日本語ではないことに

気づき、 沖縄の言葉や文化に興味が沸きました。

20 0 8年度海外移住那覇市出身研修生として、 初めて沖縄に来ました。 2

ヶ月の研修で、 あまり日本語が話せませんでしたが、 日本語と沖縄の文化を学

び、 とても楽しかったです。 帰国して、 いつも 「もし日本語がも っ と上手であ
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れば、 もっと勉強ができたはず」 と考えていま した。

2 0 1 0年、 文部科学省の奨学金をもらい、 大阪大学で一年間日本語を勉強

しました。 そのとき、 また沖縄に戻り、 研修生のときにお世話をしてくれた人

に再会することができて、 とても嬉しかったです。 沖縄は第二の故郷で、 また

いつか沖縄に戻ると信 じていました。

2 0 1 3 年に大学を卒業しましたが、 オジーの故郷である沖縄のことはどれ

くらい知っているかと疑問に思い、 県費留学プログラムを応募して 、 2 01 4

年度の県費留学生として、 また沖縄に戻りました。 この留学の目的は日本語の

勉強だけでなく、 沖縄のことを学ぶことです。 島人ぬ宝を探すため旅に出まし

た。

この島のことを僕はどれく らい知ってるんだろラ

沖縄国際大学で外国人科目等履修生として日本語や沖縄文化を勉強しました。

日本語や沖縄・ 日本事情の外国人向けの授業を受けて、 日本語が上達しました。

特に、 敬語や日本語での発表の練習ができて、 以前より人前で話す能力が伸び

たと感 じました。

それに加えて、 共通科目も聴講し、 沖縄の民族 ・ 沖縄の歴史 ・ コミュニケー

シ ョ ン論 ・ 沖縄の言語 ・ 沖縄の宗教 ・ 沖縄の基地問題 ・ 教育学という科目をと

って、 沖縄文化や自分の専門分野を勉強できました。 ブラジルで日系人がやっ

ている習慣の意味を理解できて、 帰国したら家族や沖縄県人会に是非広げたい

と思います。 さらに、 自分の専門分野を日本の見方で勉強 し、 新しいことに気

づきました。

沖縄国際大学での勉強の学習成果として 3 つ挙げられます。 一つ目は前期で

上演した「杜子春」 の劇です。 その劇で、 留学生の皆で、 練習や準備を一緒に
やって、 とても楽しい経験でした。

二つ目は第 20 回沖縄国際大学日本語スピ ーチコンテス トで優賞したことで

す。 演題は私が大切にしているオジー の門中で、 那覇市研修のときに出会った

門中の方々への感謝の気持ちを言葉にしたものです。 その結果、「第 32 回外国
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人による日本語弁論大会」 に出場しようと思いました。 結局、 そこで優賞でき

ませんでしたが、 門中のおばさんの笑顔を見ただけで満足しました。 三つ目は
日本語能力試験の 1 級に受かったことです。 日本語や沖縄のことについて色々

学び、 そのような貴重な知識を身につけることができたので、 沖縄国際大学を

選んでとてもよかったと思います。

教科書に書いてあることだけじゃわからない

大学での勉強のみならず、 日本人と外

国人と交流ができて、 とてもよかったと

思います。 沖縄国際大学は留学生が少な

いですが、 マカオ・台湾・インドネシア ・

中国・アメリカ・ フランスからの留学生
と一緒に勉強して、 多文化を知ったこと

で自分の視野を広げることができまし

た。
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それに加えて、 W Y U A（世界

若者ウチナー ンチュ連合会）のミ
ー テ ィ ングやイベ ン トに参加し

て、 若者と一緒にウチナー ンチュ

アイデンテ イ テ ィ についてデ ィ



スカ ッ ショ ンを した り 、 市町村研修生 との交流も し た り して、 とてもいい交流

がで きま した。

その上、 沖縄の若者と交流イベン ト に い く つか参加 しま した。 8 月 に第 4 2

回兵庫 ・ 沖縄夏期友愛キャ ンプに参加 しま した。 沖縄と兵庫県の関係の歴史に

ついて知 り 、 両県の青年との交流も し、 貴重な経験で した。 また、 2 月 に第 4

2 回兵庫 ・ 沖縄冬期友愛キャ ンプに参加 して、 兵庫 と沖縄県の絆の強さを実感

しま した。 その絆はこれからの沖縄の未来 と繋がっ ている と思います。

1 2 月 に早稲田大学卒業者の志良堂さんが計画 して く れた冬の沖縄フ ィ ール

ドワ ークに参加 し、 ガマや辺野古を見学 して、 基地問題について色々 ディ スカ

ッ シ ョ ン して 、 と て もいい勉強にな り ま した。 沖縄の基地問題について考えた

こ とで、 ブラジルにもそのよう な情報を伝えるべき だ と改めて感 じ ま した。

沖縄で人 との繋が り を通して、 歴史の勉強やイチ ャ リバチョ ーデを感 じ 、 素

晴ら し い経験で した。 大学の図書館やイ ンタ ーネッ トで勉強するよ り も、 肌で

感 じ る こ と は一番印象的だ と気づきま した。

砂にまみれて、 波にゆられて、 少しすつ

変わってゆく この海を

沖縄と いえば、 綺麗な海だ と よ く 言わ

れます。 せっ か く 沖縄に来たので 、 離島

に行き ま した。 私はカナヅチで、 ブラジ

ルで も海にあま り 行き ませんで した。 し

か し 、 沖縄の海 に憧れて 、 他の県費留学

生 と一緒に行き、 海が好き にな り ま した。

慶良間諸島、 石垣島、 西表島、 波照間島、 竹富島、 伊江島へ行き、 離島の透明

な海を見るだけで 、 嬉 しかっ たです。
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テレビでは映せないラジオでも流せない

沖縄国際大学の近くにある N G

0 センターに通っていました。 そこ

で元県費留学生の松本紗登美さん
と一緒に「Noites de Brasil～ブラ

ジルを知ろう～」というポル トガル

語サークルを開きました。

ポル トガル語だけではなく、 ブラ

ジル文化を紹介するイベン トも開き、 とても楽しかったです。

サークルだけではなく、 N G O センタ ーのボランティ アとして活動しました。

ウチナー ンチュ移民のみならず、 多文化共生、 国際理解教育、 開発教育に関し

て色々学び、 自分の世界の視野が広がったと感じました。 ウチナージュニアス

タディ や出前授業で手伝いして、 ワ ー クシ ョ ップや教材の作り方等、 様々なこ

とを学びました。

沖縄国際大学で得た知識を形にする方法を学ぶことができたので、 このセン

ターに通ってよかったと思います。

大切な物がきっ とここにあるはずさ

両親の親戚は小禄出身で、 那覇市研

修生の ときに初めて会ってから、 ずっ

と連絡をとっていました。 この一年間、

親戚 と 関わるこ と ができ とても嬉し

かったです。 門中のおばさんはいつも

私のために色々なご馳走を作ってく

れて、 本当に嬉しかったです。 同じ門

中ということで、 大変お世話をしてくれて、 心から感謝しています。 帰国して

も、 ブラジルと小禄との繋がりが途絶えないように架け橋になりたいと思いま

す。
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いつの日かこの島を離れて く その日まで

大切な物をもっ と深く 知っていたい

県費留学生 と して 自 分の国 と移民の歴史について語る機会がた く さんあ り ま

した。 その中から二つが挙げられます。

6 月 に は沖縄県立博物館 ・ 美術館において 、 JICA によっ て開催された 「雄飛

一沖縄移民の歴史と世界のウチナ ー ンチュ 」 という巡回展示に、 N G O センタ
ーの皆さんと 一緒に、 フォ ト ・ ラ ンゲー ジやカルタ というワ ー クショ ッ プを行

い、 沖縄県民 と交流がで きま した。 そ して、 1 1 月 におきなわ国際協カ ・ 交流

フェスティ バルで、 移民パネルの説明も して 、 県費留学生のオ リ ジナルカルタ

を作 り 、 自分の国を紹介する ワー クシ ョ ッ プも行いま した。 県費の皆で形にな

っ たものを作る こ とができて、 とても満足 しま した。

そのよ う な活動で、 移民の歴史や 自分のルー ツ について色々 学び、 ウチナー

ネッ トワ ークの大切 さを実感 しま した。

それがみゆきぬ宝

私の旅はそろそろ終わ り ます。 と こ ろ

が、 この一年間はただ島人ぬ宝のみな ら

ず、 「みゆきぬ宝」 も見つけま した。 ア

メ リ カ、 アルゼンチン、 ペルー 、 ボ リ ビ

アから来た県費留学生 と一緒に、 様々 な
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経験をして、 家族のように沖縄で暮らしました。 皆はウチナー ンチュで、 心は

繋がっていることに気づきました。 沖縄の生活はうれしいことも悲しいことも

ありましたが、 県費留学生はお互いに助け合い、 とても強い絆ができました。

別 れるときは寂しいはずですが、 またいつか会える日を楽しみにしています。

この一年間を振り返ってみると

とても成長したと思います。 ブラ

ジルの移民歴史や文化のみならず、

自分のアイデンテイ テ ィ について

考え、 ブラジルを誇りに思うよう

になりました。

この留学でそのような宝ものが

できて、 とてもうれしく思ってい

ます。 その宝物を活かすために、 ブラジルウチナー ンチュでブラジルと沖縄

の国際交流のために、 なにかしたいと思います。

県費留学生としての生活が終わり

ますが、 それは新しいスタ ー トだと思

います。 皆さん、 これからも改めてよ

ろしくお願い します！Atも logo !
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新しい角度から見た沖縄

新垣 ホセ ルイス （アルゼンチン）

名桜大学

アルゼンチンから来た新垣ホセルイスです。 私の父の両親は沖縄の人で す。 私

はアルゼンチンで生まれ、 小さい ときから沖縄の文化や沖縄の言葉な ど に 興味が

あ り ます。 沖縄県のおかげで 、 こ の留学で私の先祖の所へ行 く こ とができ ま した。

一年沖縄に住んでいて、 忘れない経験にな り ま した。

私は沖縄に初めて来ま した。 日本も初めて

です。 日本に他の県費留学生と 一緒に来ま

した。 彼女の名前はバネサです。

これは私たちの親戚が迎えて く れた ときの

写真です。 この 日 、 私 は初めて会い ま し

た。

名桜大学で 日本語を勉強 し ま した。 私が住んで いたのは名桜に ある留学生セ ン

タ ー という寮で す。
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こ の寮 に は色々 な国から 留学生が たく さんいます。 皆は私のよう な日 本語 を勉強

し てい て、 同 じ興味があっ て、 私は友達が たく さん できま し た。 それ で、 こ の一

年 で学んだこ とが多い です。

名桜 大学 に ある言語 を学習 す る場所 で名桜生にスペ イ ン語 を教え、 日 本人の友

達が でき、 い い 経験 をす るこ とが できま し た。

そし て、 名桜 大学 と名護に 交流 できるアクテイ ビティ に参加 しま し た。 毎 日 生

活し てい て、 と ても よかっ たです。

私はスペイ ン語のワ ークショ ッ プを

開 き ま した。 1 週間に 1 回、 名桜生

にスペイ ン語を教えま した。 これは

ワークショ ップのときの写真です。

これは日 本語の授業の最

後の 日 の写真で す。 みん

な、 日 本語で 自 分の国の

料 理 を 紹 介 し ま し ま し

た。

毎日沖縄県 人会関係者の人と話 して、 沖縄 の生 活につい て知 るこ とが できて、

たく さん学びま し た。
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名 護で撮っ た写真です。 毎週 1 回、 写真

に い る メ ンバー が集ま っ て 、 食事 し た

り 、 しゃべっ た り 、 飲んだ り しま す。 こ

の 日 は私が参加 して 、 多 く の人 と交流で

きて、 良かっ たです。 私が初めて食べた

料理も美味しかっ たです。



名護市のクリ スマスパーティ の写真です。

この日 に はた く さんスペイ ン語が話せる 人

が来ま した。 そこでペルー料理を食べま し

た。 そ して南米の音楽を聞いて、 少 し懐か

しかっ たですが交流できて、 自分の国に住

んでいる 日 系人について学ぶこ とができま

した。

名護の 2 1 世紀 ビー チに行っ た と きの写真

です。 海へ行っ た り 、 泳いだ り 、 景色の美

しさを見た り す る こ とを楽 しみま した。

名護の桜祭 り の写真です 。 そこでエイサ

ーやシーサー踊 り などのパフォ ー マンス

を見ま し た。 私は沖縄の伝統的な芸術を

見て、 沖縄の文化をもっ と知る こ と がで

きま した。

名護市のエイサー フ ェスティ バルの写真

です。 私の 日本人の友達がこのフ ェ ステ

イ バルを紹介 して く れて、 私は彼 と 一緒

に見 にい き ま し た。 そこ で料理を食べた

り 、 エイサー を見た り で きて面白かっ た

です。
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2 0 1 4 年の沖縄県の県費留学生 は 9 人です。 私は他の県費留学生と一緒に留学

経験をシェアして、 仲がいい友達になりま した。 この一年で皆と色々 な沖縄県の

イベントに参加 して、 沖縄県人との繋がりを深 く なりま した。

ぃ ー ～

沖縄県 の留学生等親善交流会の写真で

す。 私 と他の県 費留学生 と一緒に、 曲

を三つ演奏 し ま した。 この交流会に は

色々 な国から来た人がた く さん参加 し

ま して、 私 たちは交流で きて、 とても

いい経験に な り ま した。

県費留学生記念写真です。

一年で私は県費留学生と色 々 なイベントやアクテイ ビティ などに参加 して、 沖

縄の資料館も行っ て、 学んだ ことが多いです。 その中で一番いい経験だと思うの

は J I C  A横浜研修です。

戦争の悪い ことを他の視点から見て、 戦争について、 新 しい こ とを知っ てきま

した。 そ して、 移民や日系と J I C  Aのことも学びま した。 J I C  A横浜に は二

日間 しかいませんで したがいい経験になりま した。
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県費留学生たちは友愛キャ ンプと い う 交流会に参加 し ま した。 沖縄と兵庫の友

愛の深めるための交流で す。 友愛キャ ンプは二つあ り ま した 。 夏 に あ っ た交流会

に は兵庫の人が沖縄に来て、 沖縄で楽 しみながら沖縄文化を学んだ り 、 交流 した

り し ま し た。 最後の交流会は兵庫で あ り ま した 。 沖縄の人は兵庫 に行 っ て 、 そ こ

で交流 しま した。

沖縄にあっ た友愛キャ ンプで紅型を作っ

と きの写真です。 私 は こ の 日 にびんが

たを初めて作 り ま した 。 沖縄の伝統芸術

を深 く知るにいい機会で した。

兵庫での友愛キャ ンプの写真です。 み

んなスキー を して 、 と て も楽 しかっ た

で す 。 こ の 日 に初めてスキー を す る 人

も多かっ たです。 その後、 温泉に行っ

て 、 私は温泉に も初めて行き ま した。

夜は交流アクテイ ビティ を しま した。

沖縄県の県費留学生と して、 この留学は私の忘れないステージで す。 消えない思い

出がた く さんあ り ます。 私は国へ帰 っ ても、 ど こへ行っ ても沖縄で学んだ こ とや こ

の留学の経験や祖先の重要性などをも っ て帰 り ます。 それを伝えるつも り です。
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沖縄での素晴ら しい生活

新垣 バネサ （アルゼンチン）

名桜大学 ・ 一般財団法人沖縄美ら島財団

こんにちは。 私の名前は新垣バネサです。 アルゼンチンからきました。 去年

の4月 8 日、 ホセさんと一緒に沖縄にきました。 空港では親戚が私たちを迎え

て下さり、 一緒に名護の名桜大学まで行きました。

私が名桜大学を選んだのは、 やんばる にあったからです。 私はやんばるに住

んでみたいと思っていました。 どのような学生がいるのかは全く知りませんで

したが、 来てみて、 とても気に入りました。 最初に会った時からみんなとても

優しくて、 私がまだ日本語でコ ミュニケー シ ョ ンが全 く できなかったにも関わ

らず、 みんなが私を手助けしてくれました。 名桜大学の学生寮に住んで、 様々

な国の学生と知り合うことができました。 他の国々の文化や習慣を学ぶことが

できたのは、 とても貴重な体験でした。 名桜大学に く るまでタイや、 東ティ モ
ールや、 イギ リスな ど色々な国の人々と知り合うことは一度もありませんでし

た。

名桜大学のスペイ ン語の先生は、 アルゼンチンとペルー でスペイ ン語を勉強

した女性の先生でした。 先生もまた、 いつも私を手助けしてくれました。 一緒

に過ごしているうちに彼女は私の大切な友達になりました。
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名護に住んでいる間、 三線のクラスを受けました。 三線教室は儀保さんとい

う方のお宅でした。 儀保さんはとても優しく て素晴らしい方で、 いつも私を歓

迎して下さり、 手助けして く れました。

10 月 から、 本部町に引っ越し、 ちゅ ら島財団で実習を始めました。 西原先生

は私にやんばるの海岸の自 然環境について教えてく ださいました。 また、 2人

の同僚と一緒に、 本部と名護のさまざまな場所を調査しました。 彼らは私に、

沖縄の海の生活を教えて く れました。
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また、 ちゅら島財団が開催するさまざまなイベントにも参加しました。 その

おかげで、 私が知りたかった環境教育についても学ぶことができました。 沖縄

に来たときに一番、 興味を持ったのはビーチが清潔で、 自然が保護されている

当初から興味があったのは沖縄の文化でした。 沖縄の音楽は、 私の祖父母を

思い出させてくれました。また、 沖縄の文化を知るために祭りにも行きました。
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私の沖縄の親戚はまるで私をずっと知っていたかのように、 あたたかく受け

入れてくれました。 つねおさんご夫婦は、 私が日本語でほとんどコミュニケー

シ ョ ンができないにもかかわらず、 とても良くしてくださり、 訪問するたびに

私を笑顔にしてくれました。 一緒に外出したり、 お盆など親族の行事にも参加

させてくださったり、 私も家族の一員であることを実感することができました。

ことあるごとに、 つねおさんご夫妻とは電話で話したり、 はがきを書いたりし

ました。 帰国しても、 お二人への感謝の気持ちは決して忘れません。
゜

昨日、 この一年間で知り合ったもっとも素敵なふたりの友人とお別れをしま

した。 タイ出身の私の友達は、 なんでもできる強さを私に教えてくれました。

もう 一人の大切な友達、 北海道出身の友人は、 限りない寛大な心を持った人で

す。
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県費留学生の友人たちとはすばらしい時間を共有しました。 一緒に旅行した

り、 出かけたりしました。 彼らとは住んでいるところは、 はなれていましたが、

彼らと仲良くなるのに距離は問題ではありませんでした。 彼らとすごす時間は

いつもすばらしく、 ハグであいさつしました。 私は彼らのなかで一番年上でし

たが、 年齢なんて関係ない本当の友達だと感じていました。

最後に、 ここでのすべての経験が私の人生を変えました。 私は沖縄で人々の

笑顔と、 私の心を喜びで満たしてくれるたくさんの友達と出会いました。 そし

て自然を尊重することを学びました。友情には言語や国境は関係ありません。

平和は人生に幸せと愛を与えてく れます。 本当にありがとうございました。
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JICA フ ェ ス 移民 カ ル タ （ ワ ー ク シ ョ ッ プ） ① 

JICA フ ェ ス 移民 カ ル タ （ ワ ー ク シ ョ ッ プ） ② 



JICA フ ェ ス 移民 カ ル タ （ ワ ー ク シ ョ ッ プ） ③ 

JICA フ ェ ス 各国パネ ル展示模様①



JICA フ ェ ス 各国パ ネ ル展示模様②

JICA 横浜カ フ ェ テ リ ア （世界の料理を 堪能）



JICA 横浜に て 自 国紹介

JICA 横浜 ら ら 記念碑見学



JICA 横浜資料館見学①

JICA 横浜資料館見学②
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